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日時：2024年３月２日（土）13：00 ～ 16：00
場所：山口県セミナーパーク 大研修室
参加人数：53名

３月２日（土）『中山間地域づくり 収穫のつど
い』を開催しました。「中山間地域の暮らしを一
緒につくっていきたい あらゆる世代が豊かなつ
ながりを育む」というコンセプトでトークセッ
ションとワークショップを実施。たくさんの声を
聞かせていただき、まさに参加者の皆さんと「一
緒につくる」場となりました。

ホンネで未来を語るトークセッション
「収穫のつどい 呼びかけメンバー」が、
普段の活動を通して感じていることや地域
への思い、これからの暮らしについての思
い等を語ってくださいました。
現在進行形で実践されている皆さんの声は、
まさに「一緒に語ろう・つながろう」とい
うお呼びかけとして、参加者の皆さんに受
け取っていただけているようでした。

板垣 正さん
山口市阿東地福地域

NPO法人ほほえみの郷トイトイ

吉田 知弘さん
萩市

株式会社ヨシダキカク

井上 恵輔さん
⾧門市俵山地域

集落支援員

今井 邦子さん
防府市富海地域

清水家住宅とのいちサポーターズ

「私はトイトイがあるか
らここで暮らしていける
んよ」と言われる。小さ
な手助けが積み重なり、
幸せにつながっていく。
正解が分からないからこ
そ、地域の現状を知る必
要がある。大好きで大切
な人がいっぱいいる。丁
寧に話し、みんなで一緒
に考えることが大事。

移住者やＩターン、地域、
行政、それぞれの立場や
役割がある。その背景を
お互いが想像して、関わ
り合い、分かり合ってい
きたい。地域を守ってき
た人たちがいるからこそ、
いま自分たちが活動でき
ている。想像し寄り添う
ことが、実はいちばんの
近道だと感じている。

空き家の情報を届けやす
い・伝えやすい・集まり
やすい仕組みづくりを模
索中。情報が集まること
で地域が活性化する。
活動する時に反対意見が
出るのは、がんばってい
る証拠。いま自分が次の
チャレンジをしているん
だという風に捉えられる
と良い。

80歳になってもこの地域
に住みたいと思っている。
「これをやりたい」と思
い続けることが大切。
頑張りすぎて疲れる時も、
仲間がいるのでとても心
強く、ありがたい。きっ
かけがあるとつながれる
ものだなぁと感じている。
お互いに、自分を大事に
頑張っていけたら。
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後半のワークショップは、参加者の皆さんから
テーマを出していただき、話したいテーマごと
にグループをつくって話し合うスタイル。
テーマを提案する人は「種火」、そのテーマに
集う人たちは「薪」。「焚き火」を囲むように、
大切なテーマを中心に置いて話し合いました。

地域の未来を創るための情報交換ワークショップ

テーマを出した方の感想
◆地域の中がつながること。行政、自治会、ボ

ランティア。自治体を超えて地域間がつなが
ること、情報をやりとりすることで解決につ
ながる。地理的な距離を超えることも大切。

◆目的に対してどう資金を得るか、団体として
整理が必要なことが分かった。

◆やってみたいという気持ちがどう立ち上がっ
てくるかと、実際にやってみるところまでの
ストーリーが見えるとともに、そこから何が
見えるか・可能性があるか。ストーリーとそ
こからの具体的な種が見えた。

中山間地域づくり 次世代アンケート ～ご協力ありがとうございました～

この度のつどい開催にあたっては、中山間地域で暮らしたり、地域づくりに関わっ
たりされている次世代の「リアル」を可視化・共有するために「中山間地域 次世代
アンケート」を実施しました。ご協力くださった皆さま、ありがとうございました。
集計結果は、つどいでのご報告とともに、ウェブサイトに掲載しています。世代を
超えて、人と人として知り合うための呼び水としてご覧いただければ幸いです。

参加者の感想～当日アンケートより～
・「楽」をする事と「楽しい」は違う気がする。苦しい事

が楽しかったりすることもある。
・当事者が中心であること、相手の背景を見ることの大

切さを感じました。ステキな方たちにたくさんお会い
できました。

・「なぜそうしたいか」がとても大事だと思った。
・自分事としてきくか他人事としてきくかで収穫が増え

ると思った。つながりたい人とつながっていきたいです。
・メンバーと参加したのは始めてなので、持ち帰って共

有できるのが楽しみです。

ウェブサイト
https://sites.google.com

/view/shukaku2023


